
第４期の達成状況評価における評価方法について

＜評価指標の判断基準＞
○ 基本的には、文部科学省国立大学法人評価委員会

の判断基準に準拠する。
① 定量的な評価指標では、実績値が達成水準を
大きく上回っている場合（130％以上が目安）に
判定をⅲとする。ただし、一律に130％以上でⅲ
判定とするのではなく、その基準値や目標値の
設定状況や当該法人にとっての困難度等を踏ま
えて評価指標ごとに判断する。

② 定性的な評価指標では、当該指標において定め
た達成水準を達成した上で、さらに優れた実績・
成果が認められる場合に判定をⅲとする。

● 中期計画の段階判定では、評価指標の判定平均に、優れた点、特色ある点及び改善を要する点を勘案（加算・減算）
して総合的に判断。中期目標の段階判定では、中期計画の判定平均を基に判断（積み上げ方式）。

【優れた点】
○ 優れた成果を出した取組であると判断されるものや、取組の結果、教育研究の質の向上
が第３期中期目標期間終了時点から比べて目覚ましい状況にあると判断されるもの等、
基本的には高い評価結果の判断根拠となるものが該当します。

【特色ある点】
○ 各国立大学法人等の多様な役割に配慮し、それぞれの個性を踏まえたユニークな取組で
あると判断されるものや、結果的に十分な成果は出ていなくても、先進的な取組や戦略性が
高い目標・計画に係る取組であると判断されるものが該当します。

【改善を要する点】
○ 取組の状況等からみて工夫や努力等により改善が図られると判断できる場合等、基本的
には低い評価結果の判断根拠となるものが該当します。
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※１つの中期計画ごとに合計２個まで抽出すること
を上限とする。また、それぞれの加算点については、
以下のとおりとする。

優れた点（評価指標以外）
→ １個当たり0.2点を加算する。

特色ある点（評価指標＋評価指標以外）
→ １個当たり0.1点を加算する。
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